
 

 

 

 

 

 

 

第１章 業務目的及び概要 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

1.1 業務目的 

本業務は、東北農政局管内の国営事業地区が抱える技術的課題について、外部技術者の視点や技

術力等を活用しながら即応的・機動的に課題の解決を図り、事業の適切かつ円滑な推進に寄与す

るとともに、農政局技術者の一層の技術力向上に資することを目的とする。 

 

1.2 業務位置 

業務位置は、国営能代二期地区の素波里ダム取水塔（秋田県山本郡藤里町）及び国営十三湖地区

の芦野頭首工（青森県つがる市）で別紙位置図に示すとおりである。 

 

1.3 業務内容 

作業項目 作業内容 

１．国営能代二期地区 （素波里ダム取水塔） 

素波里ダム取水塔の耐震補強工事における施工計画（仮設計画）

策定に当たり、留意すべき事項と対応案を検討する。 

1-1 外部技術者の選定  地区の検討内容を把握した上で、対象となる工事に知見を有する

外部技術者を対象施設毎に２名選定する。 

なお、外部技術者は受注者が提案する候補者を基に発注者と協議の

上決定する。 

1-2 現地調査  業務遂行に必要な現地調査を行う。 

1-3 検討内容の整理・ 

課題の確認 

 貸与資料等から、施工計画（仮設計画）で留意すべき事項と対応

案について整理を行い、課題の確認を行う。 

1-4 留意すべき事項と 

対応案の検討・整理 

（外業） 

 外部技術者（２名）及び受注者は、事業所発注業務の打合せ（10

月、12月の２回を予定）に出席し、設計業務受注者から提案された

施工計画及び仮設計画（案）に対して指導・助言を行う。 

1-5 留意すべき事項と 

  対応案の検討・整理 

（内業） 

 受注者は、外部技術者が1-4で事業所発注業務の打合せ（10月、12

月の２回を予定）に出席し、指導・助言を行った検討結果を整理す

る。 

 

 

 

 

 



 

 

作業項目 作業内容 

２．国営十三湖地区 （芦野頭首工） 

芦野頭首工のゲート設備を操作・管理するための管理委託者向け

の管理マニュアル作成に当たり、留意すべき事項と対応案を検討す

る。 

2-1 外部技術者の選定  地区の検討内容を把握した上で、対象となる工事に知見を有する

外部技術者を対象施設毎に２名選定する。 

なお、外部技術者は受注者が提案する候補者を基に発注者と協議

の上決定する。 

2-2 現地調査  業務遂行に必要な現地調査を行う。 

2-3 検討内容の整理・ 

  課題の確認 

 貸与資料等から、管理マニュアル作成で留意すべき事項と 

対応案について整理を行い、課題の確認を行う。 

2-4 留意すべき事項と 

  対応案の検討・整理 

（外業） 

 外部技術者（２名）及び受注者は、事業所発注業務の打合せ（10

月、12月の２回を予定）に出席し、設計業務受注者から提案された

施工計画及び仮設計画（案）に対して指導・助言を行う。 

2-5 留意すべき事項と 

  対応案の検討・整理 

（内業） 

 受注者は、外部技術者が2-4で事業所発注業務の打合せ（10月、12

月の２回を予定）に出席し、指導・助言を行った検討結果を整理す

る。 

３．合同委員会の設営・ 

とりまとめ 

１．各地区の検討結果について、総合的な検討・評価を行うため、

各地区外部技術者と関係事業所等による合同委員会の開催・運営

を行う。 

２．合同委員会には委員長として学識経験者１名を選定する。 

なお、委員長は受注者が提案する候補者を基に発注者との協議の

うえ、決定する。 

３．受注者は、委員長現地調査（能代二期地区：素波里ダム取水塔

、十三湖地区：芦野頭首工）のスケジュール・行程等の調整及び

現地立会を行うものとする。 

４．合同委員会は、Web 会議システムを使用して0.5 日とし、これ

に係る関係者（委員、事業所等、発注者）のスケジュール・行程

等の調整及び委員会の進行を行う。 

５．受注者は、各地区における課題や検討内容についてとりまとめ

、合同委員会資料を作成し報告する。 

６．合同委員会検討結果をとりまとめる。 

（議事要旨、議事録、検討結果とりまとめ） 

４．点検・とりまとめ  各作業における成果物について点検・とりまとめを行い、業務報

告書を作成する。 

 



 

 

1.4 業務期間 

本業務の履行期間は以下のとおりである。 

令和７年８月12日～令和８年２月27日 

 

1.5 業務の契約金額 

本業務の契約金額は、 円（税込み）である。 

 

1.6 業務の成果物 

成果物として以下のものを提出する。 

(1) 成果物の電子媒体（CD-R 等）正副２部 

(2) 成果物の出力１部（電子媒体の出力、市販のファイル綴じ） 

(3) 開示用成果物の電子媒体（CD-R 等）１部 

(4) 配布用報告書製本 40 部 

 

1.7 実施体制 

管理技術者：  

担当技術者：  

         

       
 

 





 
 

 

 

 

 

 

第２章 委員選定 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

2.1 委員選定 

各地区の課題等を踏まえ、学識経験者は農業土木工学や水利施設工学を専門としている

委員を、外部技術者は専門的な知識と現場設計・施工に対しての豊富な経験を有する建設

会社及び機械メーカーに所属する技術者の中から候補者を選出した。各委員の具体的な選

出理由を表 2.1.1 に示す。その後、発注者との協議の上、各委員を選定した。 

 

表 2.1.1 委員構成及び選出理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区毎 五十音順 

※ が委嘱する高度な技術力と関連資格を有する民間企業の技術者 

 

 

2.2 委員委嘱 

委員会委員候補者を選出後、協議の上、委員会委員を委嘱した。 

氏名 所属 専門分野 推薦理由

学識経験者
（委員長）

国営能代二期地区 素波里ダム取水塔 耐震補強工事

外部技術者
（委員）

外部技術者
（委員）

国営十三湖地区 芦野頭首工ゲート 管理マニュアル作成

外部技術者
（委員）

外部技術者
（委員）



 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

第３章 国営能代二期地区 

  （素波里ダム取水塔） 

 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 
 
 

 

3.1.2 素波里ダム取水塔の概要 

 素波里ダムは、洪水被害防止、かんがい用水の確保、併せて発電を目的として、昭和 45

年度に竣工した秋田県営のダムである。取水塔は、上部工高さ 45ｍの正８角形であり、内

径 3.55～2.20ｍの多段式シリンダーゲートによって表面水を取水する連続水位追従方式・

独立塔形である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

素波里ダム取水塔 一般平面図・縦断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダム右岸下流 橋梁その２         ダム右岸下流 橋梁その３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

素波里頭首工（上流側より）        素波里頭首工（下流側より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 



 
 
 

 

3.3 検討内容の整理・課題の確認 

(1)貸与資料 

国営能代二期地区に係る本業務の貸与資料を以下に示す。 

   

  

  

 

(2)対象施設における検討事項・課題の確認 

・ダムの維持管理関係者は、能代地区土地改良区（農業用水）及び秋田県山本地域振興 

局（河川管理、発電）であり、工事実施に伴うダム湖水位操作にはこれら関係者との 

協議調整が必要である。 

・現場の秋田県藤里町は、冬季（12 月～3 月）の日平均気温は-1.5～+2.3℃、日最低 

気温-4.7℃(1 月)、降水量（12月～3 月合計）457mm、１月の累積積雪深は 183cm（1991

年～2020 年「鷹巣」（藤里の近傍地点）、気象庁資料による）となっており、冬季は寒

冷かつ積雪量の多い地域であり、耐震補強工事に当たっては、灌漑期・出水期等を考

慮した施工時期設定が重要である。 

・ダム湖上流右岸側には道路が無く、取水塔周辺に資機材仮置きの用地を確保すること 

 は困難である。一方、上流左岸側は県道 322 号線が湖岸近くにあり、資機材仮置きヤ 

ードの確保が可能である。 

 

3.4 留意すべき事項と対応案の検討・整理 

国営能代二期地区 素波里ダム取水塔における耐震補強工事について、外部技術者および

受注者が西奥羽土地改良調査管理事務所での打合せに出席し、施工計画の妥当性及び懸念

事項についての指導・助言を行い、検討および整理を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 





 
 

 

 

 

 

 

第４章 国営十三湖地区 

  （芦野頭首工） 

 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 
 
 

 

4.1.2 事業計画の概要 

事業工期：平成 27年度～令和８年度（予定） 

総事業費：  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        芦野頭首工 現況写真 

 

 



 
 
 

 

4.2 現地調査 

(1)調査実施日 

  令和７年９月 10 日～12 日 

 

(2)状況写真 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

       上流より望む               下流より望む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右岸より望む                管理棟建屋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理棟内部             CCTV カメラ モニター 

 



 
 
 

 

4.3 検討内容の整理・課題の確認 

(1)貸与資料 

国営十三湖地区に係る本業務の貸与資料を以下に示す。 

・平成 29年度～令和３年度 芦野頭首工ゲート設備建設工事 完成図書 

  ・芦野頭首工 管理規程 

・岩木川水系岩木川等における水利使用（変更）に関する河川法第 23 条、第 24条及び

第 26条 1項に係る同法第 95条の協議図書 

 

(2)検討事項・課題の確認 

  ・作成されるマニュアルは、芦野頭首工のゴム引布製起伏ゲート設備（洪水吐１ヶ所）

及び鋼製フラップ付ローラゲート設備（洪水吐１門、土砂吐１門）を操作する管理者

向けである。管理者の意向及び外部技術者の指導や意見を十分に反映する必要があ

る。 

 

4.4 留意すべき事項と対応案の検討・整理 

国営十三湖地区 芦野頭首工 管理マニュアル作成における留意事項および対応案の検討

にあたり、外部技術者および受注者が津軽土地改良建設事務所 十三湖農地防災事業建設所

での打合せに出席し、妥当性、懸念事項について指導・助言を行い、整理を実施した。 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

第５章 合同委員会 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 






